
■ トークセッション （食育事例発表会）

【成果】

【取組概要】

食育活動の幅広さをＰＲし、食育活動を行う団体等の連携や活動を促進するため、「食の大切さ」をテーマに、道内の食育の専門家による取組
事例の紹介を交えたトークセッションを開催。
○開催日：令和６年６月11日（火）16:00～17:00
○参加者：33名
○場 所：北海道本庁舎 １階 交流広場（札幌市）

■ 北海道米の伝道師 川原悟 氏

・日本全国や海外でお米に関するプロモーションを行っている。
・朝食にお米を食べることは、糖質の摂取やよく噛むことにより大脳が活性化し、
一日の元気に繋がる。
・北海道の土・水・空気で生きている道民は、北海道の土・水・空気で育った食べ
物が最も体に馴染むと考える。
・お互いに不足する栄養素を補い合う「ご飯、味噌汁、魚」の和食が日本人にとっ
ては最高の栄養バランスだと考える。＋α発酵食品で吸収促進。
・先祖がどういう食事を大切にしてきて今の私たちがいるのか、しっかり考えて食
事に取り入れていくことが大切。

■ 農家×アスリート 桃野慎也 氏

・夏は長沼町で農家、冬はスノーボード選手として活動。
・19歳からスノーボード選手として世界各国を回っており、遠征中はご当地の食
べ物を食べていたが、主食をお米に変えたところ、ベスト８の壁を越えることが
できた。
・毎日飲んでいるプロテインを安全安心な道産原料で作りたいと考え、自身で栽
培した大豆を使ってプロテインを製造し販売している。
・肌が荒れていると体が鈍くなっている、良い状態ではないと認識するため、アス
リートは肌の調子を気にする人が多い。体質と食べ物の相性は大切。

■ フードコーディネーター 菊田 ゆりか 氏

・離乳食や時短レシピの開発などに取り組んでいる。
・おいしく、楽しく食べることができる食事にするため、買い物に行く時は、どれが
良いか、どうやって食べたいかなど子どもに選ばせるようにしたところ、食事が
楽しいものに変わり、よく食べるようになった。
・食べるものがどこで生息・生産されたものなのか、また、自分で選んだものなの
か、食べさせられているものなのか、意識の違いがとても大切と感じる。

食育活動への理解関心の向上や地産地消及び日本型食生活の実践促進に繋
がった。
【参加者の声】
・大変参考になった。北海道の食材をたくさん食べるようにする。
・米の冷凍の仕方が参考になった。
・もっと多くの人に来てもらいたい内容だと感じた。
【アンケート結果】
産地や生産者を意識する 12.1% UP 主食・主菜・副菜を揃える 18.2% UP


